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論文審査の結果の要旨	 
本論文は、統合失調症患者の社会的処遇を、病院での収容と治療から地域での生活とケアへと移行させるという世界的な傾向の中で、
日本における試みがどのような状況にあり、どのような問題を抱えているかを、医療者における視点の変化、病院における退院会議、
患者のその後の状況、地域の精神科開業医の考え、地域に移行した当事者たちの生活など多角的に調査した結果から考察する野心的
な試みである。申請者の真柄希里穂は、長く精神福祉士として現場での経験を積んだ後、現在は精神福祉士を教育指導する教職にあ
り、地域精神医療の専門家として広範囲の人的ネットワークと専門家の立場での当事者との密接な交流をもち、本調査においてもこ
うした背景が十分に生かされ、外部の人間がアクセス困難な調査を複数実施している。本論文では、まず第一章において、統合失調
症患者の処遇が病院から地域へ（いわゆる「脱施設化」）移行する世界的な流れが概観され、特に日本との比較における英米の状況
とそれらの国における脱施設化がもたらした新たな問題について考察され、周回遅れの日本の状況がこれらの新たな問題とオーバー
ラップしている点が指摘される。続いて第二章では、統合失調症治療の専門雑誌における処遇困難事例の記事分析から、日本におけ
る精神科医療の視点が、どのような意味で「医学モデル」から「生活モデル」へと変化したのか、またその内実はどのようなものか
が考察されている。ここでは、明らかに医療者において患者の地域での生活という視点が前面に出ているが、しかし、その内実は、
いわば、病院の地域への延長というべきものであり、地域生活の視点が病院医療を変えたとまでは言えない点が指摘される。第三章
では、とくに高齢の統合失調症患者の施設からの退院と地域への移行が進まない日本において、どのように精神病院からの退院が行
われるのかを３件の病院内退院時ケア会議の詳細な分析から明らかにしている。ここでは、受入側の地域の躊躇、送り出す側である
病院関係者のさまざまな駆け引きなどが明らかになり、退院時に地域と病院の間で問題となるさまざまなテーマが考察されている。
申請者は、こうした分析から「地域生活に患者が慣れること」「病院側も患者の詳細について必ずしもわからないこと」「患者も身
体病を病むこと」などが、両者の間で合意を形成する際の重要なキーポイントとなることを指摘している。第四章では、第三章で分
析された３件の患者がその後どのようになったかを病院関係者からの聞き取りによって再構成し、退院後の患者の状況について考察
し、高齢の統合失調症患者が、その最期をどこで迎えるべきかについて考察している。第五章では、地域に移行した統合失調症患者
のケアの受け皿となる地域の精神科診療所の医師たちのインタビュー調査から、地域における医療者と患者の間の関係が、病院にお
けるそれとは大きく異なる点、医師自身も病院勤務時代とは病に対する見方が大幅に変わる点を指摘し、地域での患者の生活を支え
る医師のあり方について考察が行われている。最後の第六章では、地域で生活する統合失調症患者が集う通所サービスを提供してい
る事業所１５カ所で、合計７０名の統合失調症患者から地域生活についてエコマップを用いた聞き取り調査を行った結果を分析して
いる。統合失調症患者の聞き取り調査は、社会学ではきわめて困難な調査であり、これまでに医療社会学では国際的に見ても前例が
少ない。分析の結果、対象者は「資源が多く、それがストレスになる」「入退院が激しく医療への期待が高い」「資源が多く、それ
によるストレスもポジティヴに受け止める」「退院時のケア計画が固定化し、医療や福祉以外の資源が少ない」という４つのグルー
プに分類されると推定している。また、これらの各グループの代表的な語りの中から、申請者は「希望」と「秘密」という当事者に
とってきわめて重要な二つの要素を抽出し、地域生活が必ずしも当事者にとってバラ色の生活ではなくとも、入院時にはもちにくか
った二つの要素が多くが高齢化した彼らの生活の支えとなっている点を指摘している。	 
申請者は、多忙な本務の中で多くの困難な調査を実施し、日本における地域精神医療にとって貴重な知見をもたらした。審査委員は、
深い専門的知識に裏付けられた博士人間科学の学位にふさわしい博士論文と判断しました。	 
	 
